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Ⅰ 調査の概要 

１  調査の目的 

本調査は、県内の薬局が採用している後発医薬品（診療報酬において加算等の対象となる後

発医薬品）を調査・集計し、地域の採用傾向等を把握するとともに、薬局等へ結果をフィード

バックすることにより、地域薬局における後発医薬品選択の目安となる情報の共有、及び、在

庫負担の軽減を図ることを目的とする。 

 

２ 実施方法等 

(1) 調査対象薬局 

県内各市町の人口及び薬局数を勘案し、約 800 薬局の中から 100 薬局を選定し、調査対象

とした。なお、回答薬局数は 92薬局（回収率 92％）であった。 

表１ 選定の基準となる薬局数及び回答薬局数 
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(2) 調査対象期間及び内容 

調査対象薬局において、４月１日から６月 30 日の期間に取り扱った後発医薬品、及び、６

月 30日現在で在庫がある後発医薬品を調査した。 

調査票は、医療機関等で保険診療に用いられる医療用医薬品として官報に告示されている

（薬価基準に収載されている）品目リスト（平成 25年５月）から、後発医薬品（外用薬及び

内用薬）を抽出し、作成した。 

 

(3)  調査結果の集計方法 

調査対象薬局から回収した調査表について、薬局ごとに、取扱品目リストを作成するとと

もに、一般社団法人栃木県薬剤師会（以下「県薬剤師会」という。）における地域薬剤師会

単位で、品目ごとに取り扱っている薬局数を集計した。 

 

Ⅱ 調査結果 

１ 内用薬 

  「地域薬剤師会別後発医薬品取扱い薬局数」を別表１に示す。また、「薬局における後発医薬

品取扱い状況（内用薬）」を表２、「全薬局における取扱後発医薬品別取扱薬局数の割合」を図

１に、「在庫後発医薬品別薬局数の割合」を図２に示す。 

 

表２ 薬局における後発医薬品取扱い状況（内用薬） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 全薬局における取扱後発医薬品別取扱い薬局数の割合（内用薬） 
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図２ 全薬局における在庫後発医薬品別薬局数の割合（内用薬） 

(1) 取扱品目 

   調査した内用薬の後発医薬品数は、5317品目であり、そのうち 2200 品目（41.4%）が、

４月１日から６月 30日の期間に、県内で取り扱われていた。[表２] 

   １薬局当たりの後発医薬品平均取扱い数は、85品目程度であり、一番多い薬局では、249

品目を取り扱っていた。また、取扱いが一番少ない薬局は３品目であった。[表２] 

   １薬局当たりの後発医薬品平均取扱い数が多い地区は、日光及び黒磯地区で 120 品目以

上であった。少ない地区は、芳賀及び佐野地区で 40品目程度であった。[表２] 

   取扱品目別に見ると、937品目(43%）は、それぞれ１薬局のみの取扱いであった。一方で、

32 品目(1%）は、21 以上の薬局が取り扱っており、92 薬局中 82 薬局が取り扱っている品

目もあった。[図１] 

 

(2) 在庫品目 

   調査した内用薬の後発医薬品数は、5317品目であり、そのうち 2595 品目（48.8%）が、

６月 30日現在で在庫されていた。[表２] 

   １薬局当たりの後発医薬品平均在庫数は、105 品目程度であり、一番多い薬局では、333

品目を在庫していた。また、在庫品目数が一番少ない薬局は８品目であった。[表２] 

   １薬局当たりの後発医薬品平均在庫数が多い地区は、足利地区で 156 品目程度、少ない

地区は、芳賀及び塩谷地区で 60品目程度であった。[表２] 

   在庫品目別に見ると、1069品目(41%）は、それぞれ１薬局のみで在庫していた。一方で、

41 品目(2%）は、21 以上の薬局が在庫しており、92 薬局中 84 薬局が在庫している品目も

あった。[図２] 

 地区ごとの取扱品目数（平均）と在庫品目数（平均）を比較すると、取扱品目数が多い

地区は、在庫品目数も多い傾向にあったが、92薬局の中には、取扱品目数と比べて在庫品

目数が３倍以上となっている薬局が５カ所あった。[表２] 
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1薬局, 230品目, 53%

2薬局, 67品目, 16%

3薬局, 36品目, 8%

4薬局, 24品目, 6%

5薬局, 12品目, 3%

6～10薬局, 37品目, 9%

11～20薬局, 15品目, 3%

21以上の薬局, 10品目, 2%

n=431（取扱後発医薬品数）

２ 外用薬 

  地域薬剤師会別後発医薬品取扱い薬局数を別表２に示す。また、「薬局における後発医薬品取

扱い状況（外用薬）」を表３に、「全薬局における取扱後発医薬品別取扱い薬局数の割合」を図

３に、「在庫後発医薬品別薬局数の割合」を図４に示す。 

表３ 薬局における後発医薬品取扱い状況（外用薬） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 全薬局における取扱後発医薬品別取扱い薬局数の割合（外用薬） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 全県における在庫後発医薬品別薬局数の割合（外用薬） 
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(1) 取扱品目 

   調査した外用薬の後発医薬品数は、1201品目であり、そのうち 431品目（35.9%）が、４

月１日から６月 30日の期間に取り扱われていた。[表３] 

   １薬局当たりの後発医薬品平均取扱い数は、17 品目程度であり、一番多い薬局では、50

品目を取り扱っていた。また、取扱いが一番少ない薬局は１品目であった。[表３] 

   １薬局当たりの後発医薬品平均取扱い数が多い地区は、日光及び黒磯地区で25品目程度、

少ない地区は、芳賀、塩谷及び佐野地区で 13 品目程度であった。[表３] 

   取扱品目別に見ると、230品目(53%）は、それぞれ１薬局のみの取扱いであった。一方で、

10 品目(2%）は、21 以上の薬局が取り扱っており、92 薬局中 70 薬局が取り扱っている品

目もあった。[図３] 

 

(2) 在庫品目 

   調査した外用薬の後発医薬品数は、1201品目であり、そのうち 488品目（40.6%）が、６

月 30日現在で在庫されていた。[表３] 

   １薬局当たりの後発医薬品平均在庫数は、21品目であり、一番多い薬局では、62品目を

在庫していた。また、在庫品目数が一番少ない薬局は１品目であった。[表３] 

   １薬局当たりの後発医薬品平均在庫数が多い地区は、黒磯地区及び日光地区で 27品目程

度、少ない地区は、塩谷地区で 14品目程度であった。[表３] 

   在庫品目別に見ると、235 品目(48%）は、それぞれ１薬局のみで在庫していた。一方で、

15 品目(3%）は、21 以上の薬局が在庫しており、92 薬局中 77 薬局が在庫している品目も

あった。[図４] 

 地区ごとの取扱品目数（平均）と在庫品目数（平均）を比較すると、取扱品目数が多い

地区ほど、在庫品目数も多い傾向があった。[表３] 

 

 

 

Ⅲ 調査結果の公開 

  調査結果は、地域薬剤師会単位による集計結果を、一般に公開するとともに、関係団体、病

院及び薬局等へ通知することにより、結果のフィードバックを図る。 

  また、薬局ごとの取扱品目リストについては、県薬剤師会の会員情報サイトに掲載すること

により、地域における薬局間の連携強化を図る。 

 


